
【
第
4
7
回
広
島
大
学
教
育
学
部
E
i
E
語
教
育
学
会
・
研
究
協
議
】
-

「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
を
高
め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

-
　
選
択
教
科
「
こ
と
ば
」
　
の
展
開
　
-

矢
　
原
　
豊
　
祥

I

　

は

　

じ

　

め

　

に

広
島
県
立
広
島
中
・
高
等
学
校
は
、
広
島
県
内
で
は
初
め
て
の
県
立
の
併
設

型
中
高
一
貫
教
育
校
で
あ
り
、
広
島
県
教
育
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
し

て
平
成
1
6
年
4
月
1
日
に
開
校
し
た
。
生
徒
は
県
内
全
域
か
ら
入
学
し
て
お
り
'

寄
稿
合
を
備
え
て
い
る
。
「
6
年
間
の
計
画
的
・
継
続
的
な
教
育
活
動
に
よ
-
幅

広
-
深
い
教
養
と
高
い
知
性
を
培
い
'
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
い
て
活
躍
す

る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
」
　
こ
と
を
教
育
方
針
に
掲
げ
へ
育
て
た
い

生
徒
の
資
質
や
能
力
で
あ
る
「
高
い
知
性
」
「
豊
か
な
感
性
」
「
強
い
帝
芸
心
」
を

校
訓
と
し
て
定
め
て
い
る
。

ま
た
'
本
校
は
'
広
島
大
学
を
中
心
と
し
た
学
園
都
市
東
広
島
市
の
北
東
部

に
位
置
し
'
広
島
大
学
や
広
島
中
央
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
と
連
携
し
た
教
育
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。

I
　
研
究
の
内
容
及
び
成
果
等

-
　
問
題
の
所
在
　
～
な
ぜ
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
な
の
か
7
-

1
 
'
-
　
主
題
設
定
の
理
由

県
立
広
島
中
・
広
島
高
等
学
校
で
は
'
教
育
目
標
の
一
つ
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
時
代
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」
を
あ
げ
て
い
る
。
様
々
な
価
値
観
や
文

化
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
相
手
に
正
し
-

効
果
的
に
伝
え
る
た
め
'
中
高
の
6
年
間
で
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
を
身

に
付
け
さ
せ
て
い
-
必
要
が
あ
る
。

中
学
校
で
は
'
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
に
係
る
教
育
課
程
の
基
準
の
特
例

を
活
用
し
た
選
択
教
科
と
し
て
'
そ
の
他
特
に
必
要
な
教
科
「
こ
と
ば
」
を
設

定
す
る
と
と
も
に
'
高
等
学
校
-
・
2
年
次
で
は
国
語
科
の
学
校
設
定
科
目
「
実

践
現
代
文
」
を
開
設
、
3
年
次
で
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
卒
業
研
究
を
実

施
す
る
な
ど
6
年
間
を
通
し
て
'
計
画
的
・
継
続
的
に
論
理
的
な
思
考
力
・
表

現
力
の
育
成
を
図
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
る
。
本
研
究
は
'
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そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

(
本
校
に
お
け
る
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
　
の
定
義
)

○
　
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
も
　
そ
の
事
象
と
他
の
事
象
と
の
関
連
を
見
出
し
'
そ
の
事
象
の
持

つ
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
。
(
個
の
内
面
に
お
い
て
働
-

力
)

○
　
論
理
的
な
思
考
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
ら
を
説
明
す
る
に

あ
た
り
'
ま
ず
全
体
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
'
相
手
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
い
言
葉
を
用
い
な
が
ら
'
自
分
の
意
図
す
る
こ
と
を
よ
り
効
果
的

に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
力
。
(
他
者
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
働

-
力
)

1
 
8
　
2
　
生
徒
の
状
況
及
び
課
題

本
校
の
生
徒
は
、
文
章
を
書
い
た
り
発
表
し
た
り
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
割
合
は
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
'
平
成
1
6
年
度

入
学
者
選
抜
(
対
象
‥
本
校
入
学
者
1
6
0
名
入
学
者
選
抜
適
性
検
査
平
成

1
6
年
1
月
実
施
)
に
お
け
る
適
性
検
査
に
お
い
て
'
「
相
手
の
論
の
根
拠
を
と

ら
え
て
反
対
意
見
を
主
張
す
る
力
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
の
通
過
率

以
上
の
得
点
率
で
あ
っ
た
者
の
割
合
)
　
が
1
 
1
%
、
「
デ
ー
タ
を
読
み
取
り
'
分

析
し
'
解
決
策
を
表
現
し
て
い
-
力
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
は
3
4
%
と
い
う

課
題
が
見
ら
れ
た
o

ま
た
、
生
徒
の
意
識
の
両
で
も
論
理
的
に
考
え
た
-
発
表
し
た
-
す
る
こ
と

に
つ
い
て
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
割
合
は
多
い
。

次
の
意
識
調
査
は
'
入
学
当
初
の
授
業
に
お
い
て
'
課
題
に
対
し
多
面
的
に

考
え
も
　
そ
れ
を
相
手
に
伝
え
る
と
い
う
学
習
活
動
を
行
っ
た
後
に
調
査
し
た
も

自 根 物

質

分
の
考

拠
に
蝣jr

事

防

乙
を
づ
し、

追

jL
順 て て
序 自 て
立 分 %
て の え
て 考 た

問& J乙 り
現 を B
す 請 し

項る す た

、... り
すと と
冒が が る

で
き
で
き と

る る が
で
き

る

37 40 32
4

n
5 0 5
% % %

(
対
象
‥
節
-
学
年
1
6
0
名
　
意
識
調
査
　
平
成
1
7
年
4
月
実
施
)

の
で
あ
る
。
学
習
活
動
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
が
'
そ
の
中
で
生
徒
は
論
理

的
に
考
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

以
上
の
2
点
か
ら
も
、
本
校
で
育
成
す
べ
き
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の

育
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

2
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
・
実
施
上
の
具
体
的
な
工
夫
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(
工
夫
-
)
　
国
語
科
と
他
教
科
に
よ
る
T
T

す
べ
て
の
教
科
の
核
と
し
て
考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
'
国
語
科
と
複
数
の

教
員
が
T
・
T
を
組
ん
で
指
導
に
当
た
る
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
の
国
語
科
の

教
員
の
役
割
は
'
主
に
取
-
上
げ
る
素
材
を
活
用
し
て
の
話
合
い
や
討
論
の
指

導
へ
そ
し
て
そ
れ
を
表
現
に
結
び
つ
け
て
い
く
指
導
で
あ
る
.
1
万
'
他
教
科

の
教
員
の
役
割
は
'
主
に
素
材
の
選
定
や
発
想
の
転
換
も
思
考
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
示
し
て
い
-
指
導
で
あ
り
'
そ
う
し
た
視
点
か
ら
の
発
間
や
説
明
を
行
う
。

例
え
ば
'
平
成
1
6
、
1
7
年
度
第
1
学
年
に
お
け
る
「
図
形
の
説
明
」
　
の
単
元

に
お
け
る
美
術
の
教
員
と
の
授
業
で
は
'
次
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
行
っ
て
い

る
。



(
実
践
事
例
I
V

「
図
形
の
説
明
」
単
元
に
お
け
る
教
材
開
発
と
指
導
の
工
夫
改
善
の
役
割
分

担
ア
　
対
象
学
年
と
時
間
数
‥
第
1
学
年
3
時
間

イ
　
指
導
者
‥
美
術
科
教
員
、
国
語
科
教
員

り
　
目
　
標
‥
「
対
象
物
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
整
理
し
'
的
確
な
こ
と

ば
を
使
い
順
序
立
て
て
分
か
-
や
す
-
表
現
す
る
」

・
-
素
材
と
な
る
図
形
を
選
定
す
る
。
(
美
術
科
二
国
語
科
)
)

・
H
　
図
形
を
生
徒
に
示
し
.
鑑
賞
さ
せ
る
。
(
美
術
科
・
(
国
語
科
)
)

…
m
　
図
形
を
相
手
に
言
葉
だ
け
で
伝
え
る
文
章
を
書
か
せ
る
。
(
国
語
科
・

(
美
術
科
)
)

.
Ⅳ
　
そ
の
文
章
を
相
手
に
伝
え
る
。
(
国
語
科
・
(
美
術
科
)
V

V
　
ど
の
よ
う
に
そ
の
図
形
を
と
ら
え
る
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
。

(
美
術
科
・
(
国
語
科
)
V

e
Ⅵ
　
ど
の
よ
う
に
文
章
を
組
み
立
て
る
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
。
(
国

語
科
・
(
美
術
科
)
)

エ
　
目
　
標
‥
「
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
'
そ
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
、
論
理
的
に
考
え
討
論
す
る
」

本
単
元
は
、
技
術
・
家
庭
科
(
家
庭
分
野
)
　
に
お
け
る
「
わ
た
し
た
ち
の
生

活
と
住
ま
い
」
の
内
容
を
題
材
と
L
t
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
う
中
で
'
題
材
に
つ
い
て
多
面
的
に
考
え
た
り
'
様
々
な
条
件
の

場
合
と
比
較
し
た
り
し
て
、
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
よ
り
議
論
の
深
ま
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
導
入
部
分
で
は
「
問

答
ゲ
ー
ム
」
を
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
取
り
入
れ
、
言
語
運
用
能
力
の

育
成
を
図
る
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
、
集
団
で
の
討
論
形
式
の
一
つ
で
あ
る
。
立
論
の
た
め
の

論
理
の
組
み
立
て
方
'
そ
の
論
理
を
支
え
る
根
拠
と
な
る
情
報
の
収
集
や
整
理

や
活
用
'
ま
た
'
立
論
'
反
対
尋
問
、
最
終
弁
論
と
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
力
'

論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
を
育
て
る
こ
と
に
も
有
効
で
あ
る
。
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ま
た
も
必
修
教
科
と
選
択
教
科
と
の
効
果
的
な
関
連
の
図
り
方
を
工
夫
し
て

い
る
。(
実
践
事
例
2
)

技
術
・
家
庭
科
(
家
庭
分
野
)
と
の
関
連
を
図
っ
た
授
業

ア
　
対
象
学
年
と
時
間
数
‥
第
2
学
年
4
時
間

イ
　
単
元
名
‥
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
～
住
ま
い
を
見
つ
め
る
」

ウ
　
指
導
者
‥
国
語
科
と
家
庭
科
の
T
・
T

結 展 導

学

末 閑 入

を を を る答
受 論 活 立 選 論 0欝
け是珪 用場 ぶ 題
る に
0
L を か 「
」つ . I - & 冒

し、 立 か に ビ
て 論 れ つ ン を ら

行 ば

い 、
、A
討 と
論 B

内

の 、て い グ 容
探 k '-討 て に
ま
り
問論
、を 試 る 本
行 号血な

自 駁 う
0
F]間
を ら
、

の の
ど
時

イ丁 ...「
言 ち
語 ら
技 を
術 遥
」 ぶ

1
/
4

n¥- 行 討 い 和
価 う論 、室
し o 立 と

教 「 論 洋
冒 重 をか

」
至五 の

の
評
技

術

る ど
0 ち

壁
=n -̂n
PlL、「す 間価 」 ら

描
家 T 国 T 家 T 国 T
庭 2 語 1 庭 2 語 1

導



(
工
夫
2
)
中
高
6
年
間
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
素
材
・
学
習
活
動
の
工
夫

指
導
に
当
た
っ
て
は
'
中
高
6
年
間
を
「
基
礎
充
実
期
(
中
-
・
中
2
)
」

「
探
求
期
(
中
3
・
高
-
)
」
「
発
展
期
(
高
2
・
高
3
)
」
と
設
定
し
'
そ
の

間
ご
と
に
指
導
上
の
中
心
的
な
要
素
を
「
指
導
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
し
て
設

定
す
る
。
こ
れ
は
、
「
発
想
の
転
換
」
「
置
き
換
え
や
モ
デ
ル
化
」
「
自
己
の
生

き
方
と
の
関
連
」
を
論
理
的
な
思
考
力
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
中
心
的
要

素
と
L
t
　
そ
れ
ら
を
各
期
に
位
置
付
け
も
段
階
的
な
育
成
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

(
指
導
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
定
義
)

ワ
ー
ド
に
国
語
科
と
他
教
科
と
の
教
科
の
特
性
を
組
み
合
わ
せ
た
教
材
を
作
成

し
た
。(
実
践
事
例
3
)

「
パ
ズ
ル
で
発
見
」
　
の
指
導

ア
　
対
象
学
年
と
時
間
数
‥
第
1
学
年
　
6
時
間

イ
　
指
導
者
‥
技
術
・
家
庭
科
(
技
術
分
野
)
教
員
、
国
語
科
教
員

り
　
目
　
標
‥
「
パ
ズ
ル
の
解
き
方
を
筋
道
立
て
て
考
え
'
友
だ
ち
に
分
か

り
や
す
-
説
明
す
る
活
動
を
通
じ
て
'
論
理
的
な
思
考
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
共
に
'
論
理
的
に
表
現
す
る
」

盲 発
ド,I

市 探 亘

? 展 ? 求

>s- -t%- 晋 嘉
写 期 ., ..,

自 -i- 発
関 己 き m

-Lil連 の 換 の
坐 ス. 転
き
方
モや 換

と

の

チ
ル
化

の 事 ら ら事 とル事
立 象 え え象 は等 象
場 と た た を 異 、を
を 自 り り別 . .
明 分 す 、の る まの
ら と る象 事 視 で角
か の こ徽 例 i.蝣'.' o (tr
に か と的 に で 白 .
す か 。な置 考分 立
るわ こ き 察 の場
こ り と換 す ス .
と や ば え る タス
0 日 で て こ イ ケ
分 と と とル ー

0

具
体
的
な
授
業
構
想
に
際
し
て
は
、
「
指
導
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
念
頭
に

置
い
て
'
多
様
な
素
材
や
学
習
活
動
を
工
夫
し
て
い
-
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で

の
　
「
多
様
な
」
と
は
、
文
章
の
素
材
が
多
様
な
分
野
に
わ
た
る
と
い
う
だ
け
で

な
-
、
視
覚
的
な
素
材
・
教
材
や
聴
覚
的
な
素
材
・
教
材
を
見
つ
け
た
-
'
話

し
合
っ
た
り
'
討
論
、
発
表
等
の
表
現
活
動
を
通
し
て
発
想
の
転
換
を
図
っ
た

り
す
る
等
の
学
習
活
動
を
も
視
野
に
入
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

平
成
1
6
'
1
7
年
度
第
1
学
年
の
指
導
に
お
い
て
は
'
「
発
想
の
転
換
」
を
キ
ー

'1 .1

明 解 と解 ろ 解 戦 パ
し き め き う き ズ 7.

ー

マ

よ方 よ方 方 ル
う を うを を に
説 ま 揺 挑

ト りで に て作 る手 ト解 み 仲 トパ

学

にや 評 説 、成 0 に 等 き 、間 をズ
ます 価 明小 し 分 を方 解 と 探 ル
といの しグた か 、の き協 す に
め解 結 、ル解 り氏 解 方 力 0 取
る説 果 評 一説 や 習説 の し り
0 の を価 プ用 す の を ポ な 級

冒
仕 交 す 内 の く表 す イ が み
j ii る で 王 る ン

節
内

を し 0 解 リ リ方 た トパ
考 、小 き ン ン法 め をズ き

容
え さ グ方 ト トを に 探 ル 方
、ら ル を を に用 、 す に の
プ に ーお 利 ま い ポ 0 取 ポ
リ分 プ互 用 とて イ り イ
ンか 内 い し め欄 ン 祖 ン

喜 T !・
描

巴 中
心 心 導



3

返 授 表 解
ろ業 しき
うを よ方
梶 う を
り '」

等 科 こ ′へ解 各
に とれ 説 きグ
つ の ま 明 方 ル
い 関で 上 の )
て 連 の 手発 プ
ワや 学 ベ 表 の
) 、習 ス を代
ク学 を ト閑 表
シ習 振 3 き 者
ー内 り の 、に
ト容 返 選 評 よ
にの り 出価 る
ま活 、 ) す パ
と用 他 る ズ
め 場 の 0 ル
る両 教 の

喜 T

Flu 、

‖ T

Oil *
技 2 技 2

節 術

○
対
話
と
議
論
の
た
め
の
基
礎
技
術
・
・
-
・
問
答
ゲ
ー
ム
等

○
作
文
技
術

・
物
語
-
再
話
、
視
点
を
変
え
る
等

・
説
明
-
描
写
'
説
明
へ
報
告
、
記
録
等

・
論
証
-
絵
‥
ア
ク
ス
ト
の
分
析
、
論
証
文
、
意
見
文
等

「
パ
ズ
ル
で
発
見
」
の
単
元
は
'
パ
ズ
ル
を
解
く
と
い
う
遊
び
の
要
素
を
'

「
発
想
の
転
換
」
に
よ
っ
て
'
学
習
活
動
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
楽
し
-
パ
ズ
ル
を
解
-
の
で
は
な
-
'
ど
う
す
れ
ば
解
け
る
の
か
と
い

う
点
に
着
目
し
'
そ
の
法
則
性
を
発
見
さ
せ
る
の
で
あ
る
.
そ
し
て
'
そ

の
発
見
し
た
こ
と
を
他
者
に
説
明
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
へ
理
解
が
深
ま
る

と
同
時
に
'
分
か
り
や
す
い
説
明
の
仕
方
に
ま
で
学
習
が
及
ぶ
の
で
あ
る
。

「
発
想
の
転
換
」
を
生
か
し
た
体
験
的
か
つ
問
題
解
決
的
な
学
習
で
あ
る
。

活
動
の
流
れ
は
'
「
パ
ズ
ル
を
解
-
」
1
「
小
グ
ル
ー
プ
で
考
え
や
情
報

を
交
流
す
る
」
1
「
相
互
評
価
」
1
「
解
説
書
作
成
」
1
「
他
者
へ
の
説

明
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
、
「
こ
と
ば
」
の
授
業
の
中
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
時
間
を
設
け
も

課
題
を
用
い
て
応
用
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
工
夫
し
た
。

(
実
践
事
例
4
)

「
問
答
ゲ
ー
ム
」
　
の
指
導

ア
　
対
象
学
年
と
時
間
数
‥
第
1
学
年
1
時
間

イ
　
指
導
者
‥
国
語
科
教
員

り
　
目
　
標
‥
「
物
事
を
筋
道
立
て
て
話
す
」

「
問
答
ゲ
ー
ム
」
と
は
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
'
教
師
の
問
に
対
し
'
自
分
の

考
え
を
分
か
-
や
す
-
説
明
す
る
活
動
で
あ
る
。
「
問
答
ゲ
ー
ム
」
で
は
、

結
論
1
理
由
と
い
う
形
式
も
　
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
'
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
用
い
て
話

す
な
ど
の
言
語
技
術
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
。

105

(
工
夫
3
)

基
礎
・
基
本
と
し
て
の
「
言
語
技
術
」
の
導
入

論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
に
あ
た
り
'
そ
の
基
礎
・
基
本
と
し
て

「
言
語
技
術
」
を
捉
え
、
そ
れ
を
'
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
技
術
や
分

析
の
視
点
、
試
論
の
力
等
に
応
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
の
言
語
技
術
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

巳
　
薗
　
^
K
s

「
あ
な
た
は
～
が
好
き
で
す
か
?
」
と
い
う
怖
単
な
発
問
を
行
い
、
言

語
技
術
(
例
∵
王
語
へ
結
論
1
理
由
'
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
等
)
　
の
必
要
性

を
説
明
す
る
。
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成
果
と
課
題
等

‖
成
　
果

①
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
過
程
を
ふ
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開

発
と
そ
れ
に
基
づ
く
授
業
実
践
に
よ
り
へ
「
こ
と
ば
」
の
授
業
は
'
学
習
者

の
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
を
高
め
て
い
る
。

平
成
1
7
年
に
実
施
し
た
第
1
学
年
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
'
4
月
当
初
に
見

ら
れ
た
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
が
身
に
付
い
て
い
る
と
肯
定
的
に
回

答
し
た
生
徒
の
割
合
は
'
1
0
月
に
は
大
幅
に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
'
生
徒

が
、
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
や
表
現
す
る
こ
と
に
対
し
'
力
が
つ
い
て
い
る
と

実
感
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自 自 文 図 こ 事 棉 相 現 話 で 物 と 習 と 物 る 物 き 話

分 分 章

を
や
R

と 実 拠

に

辛

に

方 し
法 た

き 事

る を

が つ

で た
が 部 こ 事

と を

る し
辛の の が と で

考 考 便 を で 恵 基 分 を り 防 き こ き 考 が 孝 の

ス. え つ 便 き 見 づ か 避 雷 道 る と る え で え 請

を 香 て つ る を し、 り ぷ い ユ⊥ を る き る を
文 順 棉 て 区 て や こ た て し、 と る と 閑

Si

に

壁 手

に

相

辛

別

し

自
分
す i. り て ろ き 隻 し、

て.1⊥ ∫ が す . 考 し、 に に
て =.蝣 に て の 説 で る ス. ろ

図 し、 質と て 明 読 昏 考 明 き と た な

め 秦 す 明 Vl え す る き り 場 や ろ 点

る 現 る す た * る に 請 面 表
を
し、
ろ

を

と

と す

る

、.-
と る

し

り

説

請
す

L..
と 分 し

た
で
使

使 な ら

が が と ロ 」 が か り つ つ ズ一
で L-と で が し と で り す て て 皮 る

き が き で た が き 守 る % 蝣 孝 か 、.-
る で る き り で る し ス. ズー ら と

き る す き I,I と る る 亨 が

る る る 衣 が し.. え で
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(
対
象
‥
第
1
学
年
生
徒
(
現
在
第
2
学
年
)
-
H
t
D
O
名
　
意
識
調
査
　
平
成
1
 
7

年
4
月
'
1
 
0
月
実
施
)



右
の
表
の
デ
ー
タ
は
、
4
月
当
初
へ
第
1
学
年
の
生
徒
に
対
し
'
課
迫
に
つ

い
て
多
面
的
に
考
え
、
そ
れ
を
相
手
に
伝
え
る
と
い
う
学
習
活
動
を
行
っ
た
後
'

調
査
し
た
も
の
と
同
じ
内
容
の
調
査
を
'
1
0
月
に
再
度
実
施
し
た
結
果
で
あ
る
0

4
月
当
初
'
課
題
の
大
き
か
っ
た
5
つ
の
項
目
に
つ
い
て
は
も
次
の
よ
う
に
大

き
-
変
化
が
見
ら
れ
る
。
「
物
事
を
考
え
る
と
き
に
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
5
v
p
l
　
・
*
>
<
」
)
'
「
物
事
を
筋
道
立
て
て
考
え
た

り
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
(
S
-
"
#
1
」
'
^
)
も
　
「
相
手
に
分
か

り
や
す
-
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
　
　
1
　
・
m
g
3
)
、
「
根
拠
に
基
づ
い

て
自
分
の
考
え
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
」
　
(
4
0
%
1
L
O
v
p
¥
、
「
自
分
の
考
え
を

順
序
立
て
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
(
」
-
^
」
f
i
l
」
・
"
>
;
」
)
　
で
あ
る
。

第
1
学
年
の
こ
の
期
問
の
学
習
活
動
と
し
て
'
美
術
の
素
材
を
用
い
て
多
面

的
に
と
ら
え
た
り
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
表
現
し
た
り
、
図
形
な
ど
を
こ
と
ば
で

説
明
す
る
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
習
活
動
が
生
徒
の
変
容
に
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
第
1
学
年
の
授
業
、
美
術
科
教
員
と
の
T
・
T
に
よ
る
「
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
」
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
学
ぶ
学
習
活

動
に
お
け
る
生
徒
の
反
応
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

〇
　
人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
が
あ
っ
て
、
そ
の
考
え
を
聞
け
ば
、
発
想
力
が

豊
か
に
な
っ
て
い
い
と
思
う
。
た
-
さ
ん
の
角
度
か
ら
見
る
と
色
々
な
発

見
が
あ
る
。

○
　
み
ん
な
同
じ
物
を
見
た
の
に
'
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
見
え
方
が
あ
り
'
お

も
し
ろ
か
っ
た
。

○
　
色
々
な
視
点
か
ら
無
限
の
見
方
が
で
き
て
、
自
分
の
身
の
回
り
に
も

色
々
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
'
び
つ
-
り
し
ま
し
た
。
視
点
を
変

え
る
と
見
え
な
い
所
か
ら
-
つ
き
り
と
見
え
て
く
る
の
で
'
驚
い
た
け
れ

ど
納
得
で
き
て
'
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

同
じ
-
'
美
術
科
教
員
と
の
T
・
T
に
よ
る
「
図
形
の
説
明
」
　
の
学
習
活
動

に
お
け
る
生
徒
の
反
応
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

○
　
う
ま
-
伝
わ
っ
た
理
由
は
、
順
序
を
考
え
て
説
明
で
き
た
こ
と
。
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
に
向
か
っ
て
線
を
引
-
か
伝
え
ら
れ

た
か
ら
だ
と
思
う
。
説
明
を
す
る
時
に
は
'
そ
れ
で
い
い
の
か
自
分
で
読

み
直
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
。

○
　
相
手
に
う
ま
-
伝
わ
っ
た
。
多
分
、
そ
れ
は
'
〟
真
ん
中
に
円
を
書
-
〟

と
か
'
〝
右
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
対
角
線
を
一
本
引
-
″
な
ど
の
よ
う

に
分
か
り
や
す
-
古
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
円
の
大
き
さ
も
昏
い
て

い
た
人
が
い
た
の
で
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
他
の
人
で
、
う
ま
-
伝

わ
っ
て
い
な
い
人
も
い
た
け
ど
、
そ
れ
は
'
話
す
順
序
を
ま
ち
が
え
た
せ

い
で
、
相
手
の
頭
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
分
か
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
大
き
な
物
か
ら
小
さ
な
細
か
い
と
こ
ろ
と
い
う
順
に
説
明
す
れ
ば

い
い
の
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
　
「
図
形
の
説
明
」
単
元
に
お
け
る
抽
出
生
徒
の
図
形
の
説
明
の
変
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

107

学
　
　
習
　
　
前

学
　
　
　
習
　
　
　
後

こ
の
図
形
は
'
横
長
の
長
方

形
で
旗
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
.
最
初
に
長
方
形
を
上
下

に
二
等
分
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

○
○
国
の
旗
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ

の
旗
は
'
長
方
形
で
械
長
で
'
3
つ
の
四
角

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
'

旗
の
縦
を
二
等
分
し
た
も
の
の
下
の
パ
ー
ツ



の
下
半
分
を
さ
ら
に
縦
に
三
等

分
し
て
'
三
等
分
し
た
上
下
が

青
色
で
'
真
ん
中
が
白
色
で
す
。

次
に
'
長
方
形
全
体
を
二
等
分

し
た
上
半
分
を
さ
ら
に
左
右
に

二
等
分
し
ま
す
。
そ
の
左
側
に

は
'
大
き
め
の
白
い
星
形
が
書

か
れ
て
い
て
'
ま
わ
り
の
色
は

赤
色
で
す
。
右
側
に
は
三
日
月

の
反
対
の
形
が
黄
色
で
書
い
て

あ
り
'
少
し
左
に
傾
い
て
い
ま

す
。
そ
の
ま
わ
り
は
黒
色
で
す
。

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

か
ら
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、
横
を
三
等
分
し

ま
す
。
そ
し
て
へ
　
三
等
分
し
た
真
ん
中
を
白

と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
2
つ
を
青
で
ぬ
り
つ

ぶ
し
ま
す
。

次
に
、
上
半
分
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま

す
。
上
半
分
は
'
縦
に
二
等
分
し
ま
す
。
そ

し
て
、
右
側
に
は
'
右
が
欠
け
て
細
-
な
っ

て
い
る
月
を
霞
い
て
黄
色
で
ぬ
り
つ
ぶ
し
ま

す
。
そ
し
て
'
そ
の
他
の
と
こ
ろ
を
黒
-
ぬ

り
つ
ぶ
し
ま
す
。

左
側
は
'
真
ん
中
に
5
つ
頂
点
が
あ
る
星

の
マ
ー
ク
を
書
き
ま
す
。
そ
の
星
の
マ
ー
ク

は
白
で
す
。
そ
し
て
'
そ
れ
以
外
は
赤
で
ぬ

り
つ
ぶ
し
ま
す
。
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
'

旗
の
完
成
で
す
。

論理的思考力 領域

こ見 そ物

内

容

とた う事
が こ な を
で と る解
きや の決
ま考 か し
す え 理 た
た 由 り
を決

と 考 め
を

潤

えた
る り
こす

序 と る
よ が と
く で き
伝 き 、

ス. ま な
る す ぜ

63 89 本
校
平

肯

9 2
′一.,ヌE
的
回
答

の

.. % 均

49 63 県

7 2
平 割

-. % 均 ′、口

(
対
象
‥
第
2
学
年
生
徒
(
現
在
第
3
学
年
)
-
H
L
O
。
0
名
　
平
成
1
 
7
年
6
月
1
4
日
実

施
)

※
　
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査
と
は
'
広
島
県
教
育
委
員
会
が
問
題
を
作
成

し
'
広
島
県
内
公
立
小
学
校
第
5
学
年
全
児
童
と
、
公
立
中
学
校
の
第
2
学
年
の

全
生
徒
を
対
象
と
し
て
行
う
学
力
テ
ス
ト
で
あ
る
。
中
学
校
的
2
学
年
の
本
年

度
の
集
計
対
象
者
は
2
2
、
7
7
9
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
生
徒
は
'
学
習
前
と
比
べ
学
習
後
で
は
'
「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
」
「
ラ
ベ
リ

ン
グ
」
な
ど
の
言
語
技
術
を
使
い
な
が
ら
'
「
全
体
像
の
提
示
」
か
ら
説
明
を

始
め
'
「
順
序
性
」
を
意
識
し
'
「
相
手
意
識
」
　
の
高
い
説
明
を
行
っ
て
い
る
0

こ
れ
は
'
学
習
の
中
で
'
論
理
的
に
表
現
す
る
た
め
の
「
言
語
技
術
」
を
意
識

さ
せ
た
学
習
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
表
の
デ
ー
タ
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
が
6
月
に
中
学
校
第
2

学
年
を
対
象
に
全
県
的
に
実
施
し
た
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況
調
査
に
お
け

る
　
「
生
活
な
ど
に
関
す
る
調
査
」
　
の
一
部
で
あ
る
。

下
記
の
「
生
活
な
ど
に
関
す
る
調
査
」
　
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
'
「
論
理
的
思

考
力
」
　
の
領
域
に
お
け
る
2
つ
の
項
目
に
お
け
る
肯
定
的
回
答
の
割
合
は
、
い

ず
れ
も
広
島
県
の
平
均
を
大
き
-
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
'
生
徒
は
、
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
や
表
現
す
る
こ
と
に
対
し
'
力
が

つ
い
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

②
「
こ
と
ば
」
の
授
業
で
学
ん
だ
力
は
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

次
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
平
成
1
7
年
1
1
月
に
実
施
し
た
第
2
学
年
の
意
識
調

査
(
対
象
‥
約
2
学
年
生
徒
(
現
在
第
3
学
年
)
-
H
C
I
O
名
　
意
識
調
査
平
成

1
7
年
1
 
1
月
実
施
)
に
よ
る
と
'
「
こ
と
ば
」
　
の
授
業
で
学
ん
だ
力
が
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
　
で
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
生
徒
の
割
合
は
7
0
%
以

上
で
あ
る
。
他
の
必
修
教
科
と
比
較
し
て
も
高
い
割
合
で
あ
る
。

ま
た
、
「
こ
と
ば
」
　
の
授
業
で
身
に
付
け
た
ど
の
よ
う
な
力
が
'
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
　
の
ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
役
に
立
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
多
く
見
ら
れ
た
。
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衣
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預 に 占 る る ま え 日
で Jhtミ 力 説 と と る す が
H i a ら 明 め め 力 る

い く 白に が か お なつ 一 か い 点 レ に言 こ レ う時 レる い レ
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な と る い 気 ど 手 る 、 て で の 、 立

つ つ 前 つ 手、 つ を よ 探 で こ つ
た ま に こ ち 杏 患 う 分 め 分 は う て
0 い 、 と を き い 、い れ の に 識 に の よ の な い し、
伝 預 を 伝 達 つ 考 た に で 、 で な 思 う 意 い う る
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∽
課
　
題

①
　
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
係
る
生
徒
の
学
力
の
変
容
を
よ
り
具

体
的
に
見
取
っ
て
い
く
た
め
の
評
価
方
法
を
積
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
言
語
技
術
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
と
き
に
'
評
価
の
観
点
は
明
確
に

は
な
る
が
'
本
校
の
定
義
す
る
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
に
つ
い
て

の
評
価
規
準
や
評
価
方
法
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
長
期
的
な
視
点
で
、
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
を
育
成
し
て
い
く

た
め
に
、
3
年
間
(
6
年
間
)
　
の
体
系
的
な
指
導
計
画
の
検
証
と
改
善
・
充

実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

6
年
間
で
「
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」
を
育
成
し
て
い
-
に
は
'
発

達
段
階
に
応
じ
た
'
体
系
的
な
指
導
が
重
要
と
な
る
。
本
校
は
'
発
達
段
階

を
3
期
に
区
切
っ
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し

て
い
る
.
次
年
度
は
完
成
年
度
と
な
る
o
実
践
的
に
検
証
を
積
み
重
ね
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
証
と
改
羊
充
実
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ

　

お

　

わ

　

り

　

に

「
こ
の
意
見
に
対
す
る
反
論
は
ど
う
す
る
の
。
」
「
こ
れ
じ
ゃ
あ
も
論
が
つ
な

が
ら
な
い
。
」
「
具
体
例
を
挙
げ
な
き
や
、
説
得
力
が
な
い
よ
。
」
第
2
学
年
3

学
期
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
意
見
文
作
成
の
授
業
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
生

徒
達
は
頭
を
突
き
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
も
意
見
を
戦
わ
せ
て
い
る
.
項
目
を

記
し
た
カ
ー
ド
を
何
枚
も
プ
リ
ン
ト
に
貼
り
付
け
'
並
べ
替
え
た
り
、
新
た
な

カ
ー
ド
を
付
け
加
え
た
り
し
な
が
ら
文
章
構
成
を
考
え
て
い
-
。
ど
の
よ
う
に

論
理
を
組
み
立
て
る
べ
き
か
'
自
分
の
考
え
を
的
確
に
相
手
に
伝
え
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
に
表
現
す
べ
き
か
'
生
徒
達
の
論
理
や
こ
と
ば
に
向
か
う
意
識
は

確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

平
成
1
8
年
度
も
本
校
は
開
校
3
年
目
を
迎
え
'
中
学
校
1
年
か
ら
高
校
3
年

ま
で
の
全
て
の
学
年
が
揃
っ
た
。

「
6
年
間
を
通
し
て
、
計
画
的
・
継
続
的
に
論
理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の

育
成
を
図
る
」
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
こ
の
研
究
・
実
践
を
進
め
て
き
た
が
、

い
よ
い
よ
中
学
と
高
校
と
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
担
う
中
学
3
年
生
、
ゴ
ー
ル

と
し
て
の
す
回
校
3
年
生
が
初
め
て
登
場
し
た
。
こ
の
7
月
に
は
へ
そ
の
ゴ
ー
ル

の
高
校
3
年
生
が
卒
業
研
究
の
発
表
を
行
い
、
中
学
3
年
生
も
そ
の
発
表
を
見

学
し
た
。
ま
た
'
今
年
度
「
こ
と
ば
」
の
担
当
者
が
'
国
語
、
社
会
も
音
楽
、

美
術
、
技
術
・
家
庭
か
ら
'
国
語
'
社
会
も
数
学
'
理
科
へ
と
変
わ
っ
た
。
そ

れ
に
伴
い
'
新
た
な
視
点
が
加
わ
り
、
授
業
の
ね
ら
い
や
展
開
の
方
法
も
変
化

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
活
か
し
、
更
に
授
業

の
質
を
高
め
て
い
く
た
め
に
'
研
究
・
実
践
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注
-
　
平
成
t
-
.
。
。
年
度
教
育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
(
研
究
主
題
㊥
)
研
究

成
果
中
間
報
告
書
(
n
o
o
o
・
c
o
)
よ
-
「
成
果
と
課
題
」
の
l
部
を
抜

粋

(
広
島
県
立
広
島
中
二
口
同
等
学
校
)
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